日本財団 在宅ホスピスプログラム

～誰もが、望む場所で、自分らしい最期を迎えられるためのモデルづくり～


在宅ホスピス実践リーダー養成プログラム
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（１）研修参加の目的・理由
	・看護師の役割　多職種との連携を学ぶ

	・利用者、家族とのかかわり（コミュニケーション）を知る

	・地域とのかかわり　位置付け

	・利用者の背景（どういった方が入所されているのか）　建物の配置　構造　スタッフの配置


（2）これまでの研修の経過
	時期
	場所
	内容
	得たもの

	1～3ヵ月目
	ホームホスピスたんがくの家
訪問看護ステーションたんがく
	たんがくの家の運営に趣旨、方針について（たんがくにおける生活・看取り・家族や地域との協働等について）
利用者を取り巻く多職種（主治医、看護、介護、ケアマネジャー、医療連携室）との連携
訪問看護とは
（指示の必要性、訪問看護計画書、報告書の作成等）実施、評価
在宅生活における訪問看護の役割について
	理事長より法人設立の理念、運営方針などの説明を受ける。
統括より訪問看護サービス提供の流れ、看護記録（初回アセスメントシート、実施記録）、訪問看護指示書、特別訪問看護指示書、訪問看護報告書）について説明を受ける。
介護士、ケアマネジャーとの連携
緊急時（夜間、休日など）の訪問→主治医への報告、指示受け、伝達
主治医から指示書の必要性を理解
特別指示書の必要性を理解

実施、評価をし報告書を作成する。
訪問看護計画書を作成し利用者または家族へ説明する

	時期
	場所
	内容
	得たもの

	4ヵ月目
	ホームホスピスたんがくの家
訪問看護ステーションたんがく
	訪問看護における医療保険・介護保険制度の理解と活用
	病院から在宅に帰られる方が訪問看護を受けるための、退院前の担当者会議に参加

	5ヵ月目
	ホームホスピスたんがくの家
訪問看護ステーションたんがく
	各種保険請求（実施記録からの保険請求）
介護保険におけるケアマネジャーとの連携と照合
	訪問看護実施記録に記載されている保険の種類とケアマネジャー作成のサービス提供書に記載されている日時、ルート表が一致しているか照合する
たんがくの家　開所式で地域の方との交流の場であり支えがあることを知る
入所中の利用者の看取りを経験（家族への連絡・主治医への報告）


	6ヵ月目
	ホームホスピスたんがくの家
訪問看護ステーションたんがく
	ホームホスピス事業運営に関する知識
1 何を学び
2 自己習熟度

3 研修後の課題
4 全国のホームホスピスの仲間たちと活動について
	ホームホスピス研修会に参加
全国のホームホスピスの方の体験や建物（空間）から考えたやすらぎについて聴取
交流会にて全国で活躍されている方達と直接お話する



（3）研修参加目的の達成状況

	参加目的はほぼ達成できました。

	たんがくの家が力を入れていることの一つに、地域の方との交流「たんがく楽館」があります。

	ひと月に行われる講座は美婆会、陶芸教室、月曜喫茶、お写経教室、絵手紙教室など様々です。

	残念ながら、たんがく楽館の参加はできませんでしたが、開所式の準備で美婆会の皆様のご協力が

	あり、地域の方とのチームワーク良さを感じました。

	何をしたらいいのか分からない私たちに、料理や盛り付け会場設備・準備などあっという間に終了

	し盛大な開所式となりました。そのような場にいることができ、地域の方との交流を肌で感じたこ

	とは大切な経験となりました。

	


（4）
その他、研修を通して得たもの
	研修中に二人の方を看取る機会がありました。お二人とも、たんがくの家に長く入所されている

	方で、死に対しては受け入れられている家族でしたが少しづつ変化されていく身体をみてお話しす

	ると、込み上げてくる思いがあるようなそんな様子でした。人の顔がひとり一人違うように看取り

	もその方らしさがあることを知りました。

	


（5）
今後の目標・将来の展望
	私の看護人生においてこんなに人の死について考えたことはありませんでした。

	死を目の前にしている利用者、家族に対して不安や恐怖、悲嘆、絶望など様々な思いがあります。

	たんがくの家では「あんたがおってよかった」とお互いの存在を認め合うコミュニティづくりを

	目指しています。スタッフ（看護師、介護福祉士、介護士、理学療法士、栄養士）も自分の家に

	いるような環境の中で穏やかに、その方が「自分らしく生きる」ためのお手伝いをしています。

	研修が終了すると宇佐市で来年設立される、おけたんの家のメンバーとしてかかわります。

	たんがくの家で学んだ「あんたがおってよかった」と感じられる看護を提供していきたいと思い

	ます。


（6）
研修全体を通じてのご感想、ご意見・ご要望、日本財団及び研修施設に対するご希望等
	ホームホスピスとは話を聴いただけでは理解できず、研修という形で直接経験することができる

	制度を設けて頂き感謝申し上げます。しかし、半年ではあっという間に終了してしまい短く感じ

	ています。

	全く訪問看護やホームホスピスのことが分からなかった私を理事長、統括をはじめ職員の皆様に

	やさしく見守られ有意義な研修を終えることができました。また、美婆会の代表であり、たんがく

	の家を支えて頂いている中村様にはお会いするたびにお声をかけて頂き研修する活力となりまし

	た。皆様に支えられ、研修が出来たことに感謝申し上げます。


